
かりや市議会だより 令和３年５月１日第159号 （8）

◆
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
学
校
休
校
に
始
ま
り
、

イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
な
ど
で
日
常
生
活

が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
市
議
会

と
し
て
も
皆
様
の
声
を
基
に
コ
ロ
ナ

対
策
の
提
言
を
市
政
に
届
け
、
施
策

の
実
現
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

◆
３
月
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
、
ワ
ク

チ
ン
の
円
滑
な
接
種
を
前
提
に
、
令

和
３
年
度
予
算
「
日
本
一　

安
心
安

全
な
ま
ち
刈
谷
」
の
実
現
に
向
け
た

審
議
を
縦
横
に
行
い
ま
し
た
。

◆
表
紙
の
写
真
は
、
小
中
学
校
で
1

人
に
1
台
貸
与
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
す
。
一
見
す
る
と
普
通
の
パ
ソ

コ
ン
の
よ
う
で
す
が
、
取
り
外
し
が

可
能
で
、
十
分
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
も

あ
り
ま
す
。
小
学
校
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
同
じ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
ま

す
の
で
、
取
扱
い
に
不
安
が
な
い
よ

う
に
丈
夫
な
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
が
一
気
に
広

が
っ
た
と
感
慨
深
い
で
す
が
、
世
界

で
は
標
準
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
子
供
た
ち
が
何
を

学
び
、
創
造
し
て
ゆ
く
の
か
、
私
た

ち
教
え
る
側
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
刈
谷
市
議
会
で
は
、
今
後
も
皆
様

の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
の
御
支
援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

　

             

（
議
会
広
報
委
員
会
）

■
議
員
研
修
で
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

学
ぶ
（
２
月
８
日
）

　

議
会
事
務
局
実
務
研
究
会
の
北

村
純
一
氏
に
よ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
議

員
活
動
」
に
つ
い
て
の
講
演
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は

な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
リ
ス
ク
や

ル
ー
ル
化
に
課
題
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
研
修
後

に
は
実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
て
操
作
確
認
を
し
ま
し
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
正
し
く
活
用
し
今
後
の
議

会
活
動
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
（
３
月
４
日
）

　

感
染
症
対
策
と
し
て
避
難
用
の

防
煙
フ
ー
ド
を
装
着
し
、
密
を
避

け
な
が
ら
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

■
刈
谷
市
議
会
会
議
規
則
の
改
正

　

女
性
を
は
じ
め
多
様
な
人
材
が

市
議
会
へ
参
画
で
き
る
よ
う
、
産

前
産
後
に
欠
席
で
き
る
期
間
を
明

記
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
皆
様
が
提
出
さ
れ
る

請
願
は
、
署
名
の
場
合
、
押
印
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

災害発生時に対応できるよう
様々な想定をしながら実施

　
　
　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
医
療

救
護
は
、
市
民
の
命
を
守
る
最
重
要

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
る
。
「
刈
谷
市

に
住
ん
で
い
る
か
ら
安
心
だ
、
だ
か

ら
刈
谷
市
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
医
療
救
護
所
の
変
更
点
は
、
何

か
。

　
　
　

非
接
触
型
体
温
計
、
医
療
用

ガ
ウ
ン
、
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
等
の
物
品
配
備
を
増
や
す
な
ど
、

従
来
以
上
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
検
証
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
救
護
所

対
応
の
課
題
は
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
令
和

２
年
度
は
医
療
救
護
所
開
設
訓
練
が

実
施
で
き
ず
、
発
熱
者
対
応
等
の
協

議
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
後
方

支
援
病
院
等
と
の
連
携
や
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
の
物
品
の
保
管
と

管
理
に
も
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
課

題
な
ど
を
整
理
し
検
討
を
進
め
た
い
。

大規模災害時の医療救護所に
コロナ対策を追加し命を守る

深
谷
　
英
貴
　
議
員   

　
　   

　      

（
主
な
答
弁
者･･･

福
祉
健
康
部
長
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
医
療
救
護
体
制
の
確
立
を
!!

̶

感
染
症
を
想
定
し
た
対
応
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
等
し
て
い
く̶

　
　
　

帯
状
疱
疹
の
正
確
な
発
症
率

は
不
明
だ
が
、
刈
谷
市
で
は
年
間
に

６
６
０
人
程
度
が
発
症
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
帯
状
疱
疹
の
後
遺
症
は
。

新
海
　
真
規
　
議
員
　
　
　   

　      

（
主
な
答
弁
者･･･

福
祉
健
康
部
長
）

帯
状
疱
疹
は
大
き
な
苦
痛
を
伴
う
。
多
く
の
情
報
発
信
を
!!

̶

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
市
民
だ
よ
り
な
ど
で
周
知
し
て
い
く̶

　
　
　

帯
状
疱
疹
が
治
っ
た
後
も
、

強
い
痛
み
が
数
年
続
き
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
る
ほ
ど
重
篤
な
場
合
も

あ
る
。
発
症
者
の
10
〜
15
％
程
度
に

後
遺
症
が
生
じ
る
と
も
言
わ
れ
る
。

　
　
　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
接
種

対
象
者
が
50
歳
以
上
で
あ
り
、
約
８

千
円
の
も
の
と
約
４
万
円
の
も
の
が

あ
る
。
市
の
助
成
額
は
。

　
　
　

１
人
当
た
り
上
限
３
千
円
を

問問 答答答

 

　
　

教
育
長
の
教
育
行
政
に
か
け

る
思
い
は
。
ま
た
、
教
科
担
任
制
に

つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
目
標
は
。

　
　
　

教
職
員
が
一
人
一
人
の
子
供

に
寄
り
添
い
、
教
育
活
動
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
姿
勢
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も

変
わ
ら
な
い
教
育
の
不
易
の
部
分
で

あ
り
、
最
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
思
い
の
下
で
学

校
、
地
域
、
家
庭
と
連
携
し
て
、
未

来
の
担
い
手
で
あ
る
子
供
た
ち
が
社

会
で
元
気
に
羽
ば
た
け
る
よ
う
に
教

育
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

教
科
担
任
制
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
に
小
学
校
で
音
楽
、
英
語
、
国

語
の
書
写
等
で
教
科
担
任
制
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
の
専
門
教

科
、
得
意
教
科
を
学
年
間
で
交
換
し

て
行
う
教
科
担
任
制
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
専
科
教
員
を
増
員
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
他
の
教
科
で
も
教
科
担

任
制
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
充

実
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。教科担任制を拡大し、

子供たちに効果的な教育を
 （令和元年12月撮影）

稲
垣
　
雅
弘
　
議
員   

　
　
　                 

（
主
な
答
弁
者･･･

教
育
長
）

教
員
の
負
担
軽
減
を
考
え
、
先
取
り
し
た
形
で
教
科
担
任
制
の
実
施
を
!!

̶

専
科
教
員
を
増
員
で
き
れ
ば
、
よ
り
充
実
し
た
教
科
担
任
制
を
行
い
た
い̶

問

 

　
　

市
内
の
地
価
が
上
が
っ
て
い

る
こ
と
や
、
消
費
税
増
税
な
ど
に
よ

り
他
の
使
用
料
は
引
上
げ
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
公
平

性
を
追
求
す
る
た
め
に
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
の
使
用
料
の
引
上
げ
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
は
引
上

げ
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
公
園
使
用

料
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
の
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
を
注
視

し
て
い
く
。

　
　
　

引
上
げ
を
し
な
い
と
不
公
平

感
が
よ
り
一
層
際
立
つ
と
考
え
る
。

他
の
使
用
料
と
の
公
平
性
を
担
保
す

る
に
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　

岩
ケ
池
公
園
の
公
園
使
用
料

は
、
公
園
内
に
あ
る
商
業
施
設
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ほ
か
の
公
園

の
使
用
料
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め

に
、
平
成
25
年
12
月
の
条
例
改
正
に

伴
い
、
使
用
料
の
引
上
げ
を
実
施
し

て
い
る
。

岩ケ池公園内での使用料は、
商業施設として既に引上げを実施

上
田
　
昌
哉
　
議
員   

　
　
　         

（
主
な
答
弁
者･･･

都
市
政
策
部
長
）

公
平
性
の
観
点
か
ら
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
の
使
用
料
の
引
上
げ
を
!!

̶

引
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
が
社
会
情
勢
等
の
変
化
を
注
視
し
て
い
く̶

問問 問 答答答答

答 問答

問

　
　
　

感
染
者
を
増
や
さ
な
い
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
を
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
並
行
し
て

行
う
体
制
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

県
で
は
３
月
に
高
齢
者
施
設

等
職
員
へ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

を
実
施
予
定
だ
が
、
定
期
的
な
検
査

は
未
定
で
県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　
　
　

平
成
７
年
に
福
祉
バ
ス
の
早

期
実
現
を
市
議
会
で
決
議
し
て
い
る
。

安
易
な
有
料
化
は
市
民
の
分
断
を
生

む
。
無
料
バ
ス
も
含
め
た
総
合
的
な

公
共
交
通
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

「
か
り
ま
る
」
の
利
便
性
向

上
の
た
め
の
見
直
し
は
、
利
用
者
が

選
択
で
き
る
交
通
手
段
を
組
み
合
わ

せ
た
交
通
体
系
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

市
民
は
多
様
な
人
が
憩
え
る

魅
力
あ
る
公
園
を
望
ん
で
い
る
。
お

城
あ
り
き
で
は
な
い
公
園
の
整
備
構

想
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

亀
城
公
園
は
歴
史
公
園
化
を

目
標
に
し
て
お
り
、
石
垣
や
隅
櫓
等

の
復
元
を
す
る
事
業
が
中
核
で
あ
る
。

牛
田
　
清
博
　
議
員
　
　
　
　      

　（
主
な
答
弁
者･･･

都
市
政
策
部
長
）

市
民
の
声
を
真
剣
に
聴
き
、
お
城
あ
り
き
で
な
く
魅
力
あ
る
亀
城
公
園
に
!!

̶

事
業
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
広
く
意
見
を
頂
き
取
り
ま
と
め
た
い̶

問問

問 補
助
し
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

に
は
上
限
８
千
円
を
補
助
す
る
。

　
　
　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
８
月

か
ら
助
成
を
開
始
す
る
予
定
だ
が
、

他
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
影
響
す
る
か
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
間
隔
を
空
け
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
は
13
日
以
上
間
隔

を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

答答

　

３
月
定
例
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
主
な
対
策
と

し
て
、
12
月
定
例
会
で
の
対
策
に
加
え
、
議
場
等
の
各
席
に
間
仕
切
り
を
設

置
し
ま
し
た
。


